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その例。
（
）「生理」と「病理」という二面性の概念は、宮沢俊義「議会制の生理と病理」
（『憲法と政治制度』1968年、岩波書店、33頁以降）からヒントを受けている。
（）2017年月22日付『山梨日日新聞』
（）健常者による「HKK」と呼ばれる声掛けを使ったクライミング方式で、ホール
ドの位置を時計の文字盤に見立てて、H（方向）、K（距離）、K（形）の順に声
で伝える指示の方法をいう。2017年月22日付『山梨日日新聞』
（）2017年月24日付『赤旗新聞』
（10）選挙権年齢の引き下げを報じた2015年
月18日付『山梨日日新聞』記事、およ
び若者の戸惑う声を取り上げた2015年月10日付『山梨日日新聞』社説
（11）この副読本の正式なタイトルは、総務省・文科省著『私たちが拓く日本の未来』
（教師用）2015年月公表、および総務省・文科省著『私たちが拓く日本の未
来』（生徒用）2015年月公表。
（12）正式名称「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」
（13）これらの情報については、2015年月10日付『読売新聞』記事、2015年11月13
日付『読売新聞』記事、2013年月22日付『赤旗新聞』記事、2015年11月12日付
『赤旗新聞』記事を参照。
（14）2017年月17日付『赤旗』記事、2016年11月29日付『山梨日日新聞』記事を参
照。
（15）OECD『図表でみる世界の社会問題〜貧困・不平等・社会的排除の国際比較
〜』成文堂、2017年、29-31頁・37-39頁、50-51頁、を参照。
（16）広範な行政の裁量に対する憲法規範による法的縛りを検討するにあたっては、
ドイツ憲法判例研究会編『憲法の規範力と行政』（講座 憲法の規範力 第	巻）
信山社、2017年、が示唆的である。第章においては、比例原則による憲法規範
的縛り（基本権と関連させて比例原則を用いる手法）を論じている。同、29頁以
下、参照。その他、第10章も参照。同、221頁以下。
以 上
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